
平成３１年度九十九っ子発表会（案） 

教材研究Ｇ（川﨑）   

１．ねらい  ・日ごろの学習の成果を一人一人が自信を持って表現する態度を育てる。 

       ・全校で心を１つにし，歌うことの楽しさを実感できるようにする。 

 

２．期日    １１月１日（金） 

 

３．日程  １３：２５～１３：３０ 移動整列（学年順） 

      １３：３０～１３：３５ 開会式 

                  開会の言葉（6 年生  南山     ） 

                  校長あいさつ 

１３：３５～１４：４５  学習発表会 

（３年→１年→２年→４年→５年→６年） 

 順番は変更可 

 ただし，先頭を１年にしない。最後は６年である。 

 

      １４：４５～１５：０５ 全校合唱 「ありがとうの花」  指揮（       ） 

                                  伴奏（  板谷   ） 

                        「里海メドレー」    指揮（       ） 

                                  伴奏（ 太田 湊  ）  

      １５：０５～１５：１５ 閉会式 （   和田   ） 

                  講評（ＰＴＡ会長） 

                  閉会の言葉（６年        ） 

                   

４．学習発表会について 

（１）授業で学習したことを学年ごとに発表する。（総合・体育・音楽なども） 

（２）時間は出入りを含めて１０分とする。 

（３）１０月１５日（火）までに発表内容と題目を川﨑まで報告する。 

   １０月１８日（金）【体育館練習使用割り開始日】までに，「シナリオ・配置図」を川﨑まで提出す

る。（川﨑から荻野先生へ渡します。） 

（４）準備 

  ①司会・進行・運営（ 荻野・６年生 ） 

 ②各学年の発表（ 各担任・各学年 ） 

※集音マイクを，練習の時から使う 

 

５．全校合唱について 

（１）曲について（２曲） 

  ・里海メドレー 「いつでもあの海は」「うみ」「われは海の子」 

  ・全校合唱「       」 

 

（２）当日までの日程 

 ①練習日程 

・１０月から各学級で朝の歌や音楽の時間に２曲とも練習する。 

・体育館練習は１０月１８日（金）～３１日（木）とする（使用割りを作る）。この期間中は，体育

館で体育をしない。ただし４年生は器械運動交歓会（１１月８日）の練習をしてもよい。 

・全校練習を３回行う。１０月２１日（月）・２８日（月）・３１日（木）【前日】 

・１０月２８日（月）１時間目の練習では，出入りの練習と歌の練習をする。（リハーサル） 

・指揮者と伴奏者を決めておく。（５・６年担任 音楽科担当） 

 ②ステージ練習で使う放送機器は当日使う機器と同じにする。 

 ③ステージ設置の機器の使い方の教師向けの説明会を行う。（川﨑）  

（１０月１８日（金）体育館使用割り初日 １６：００～） 

 



６ 前日までの準備 

①保護者に向けての案内・配布用プログラム  （ 教頭先生 ） 

②プログラム （ 荻野・６年生 ） 

③会場設営  （ 荻野・６年生 ） 

④司会・進行 （ 荻野・６年生 ） 

⑤放送設備  （ 川﨑 ） 

⑥全体歌唱指導（山口・梅木・志茂 ） 

⑦ＣＤ・歌詞用意  （ 梅木 ） 

⑧練習計画  （ 川﨑 ） 

⑨記録写真  （ 赤崎 ） 
（４）当日の係 
 ①運営指導  （ 荻野 ） 

 ②ステージセッティング補助（ 川崎 ） 

 ③放送設備調整（ 川﨑 ） 

 ④児童指導  （ 各担任 ） 

 ⑤記録写真・写真（ 赤崎 ） 

 ⑥チャイム担当（ 則貞 ） 

 ⑦緞帳    （ 梅木・川﨑 ） 

 
（５）その他 

・支援を要する児童について 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の反省より 

１ 準備・練習日程について 

 ・ステージ練習は７回で適切だった。 

 ・６年生が運営の練習を行うため，劇に使うものは体育館袖に常に置いておく。 

 ・歌唱指導はベテランと若手ペアで行うとよい。 

 

２ 子どもたちの動きについて 

 ・鑑賞態度が良くなかった→各学級で指導を必ず行う 

 ・学年の発表の間にトイレ休憩を設けるとよい→低学年が終わった時に一度１０分間のトイレ休憩を

はさむ。 

 

３ 職員の動きについて 

 ・緞帳の係をつくるとよい→緞帳係をつくり，事前に提出していただくシナリオ演技図に緞帳の上げ

下げを確認して実行する。 

 

４ その他 

 ・発表の児童の声が小さい→練習の段階から大きな声ではっきりと話すことを指導する。 

 ・ステージの下の演技が見えないという声があった→ステージ下は使わない 

（使うならば保護者から見えるような形ですること） 



 

九十九っ子発表会シナリオ・配置図 担当者  

Ｎo. 学年 題     名 

   

【始まる前のアナウンス内容】 

【終わった後のアナウンス内容】 

【使用道具】                   【緞帳の使用について】 

 

 

【配置図】 

バック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージした 


